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無駄な公共事業事例記入書
	公共事業の名称
	霞が関ダム

	所在都道府県・路線
	東京都

	事業者
	国土交通省

	事業の概要・問題点（自由記述・図表等の貼り付け可）

	　日本の中心である千代田区霞が関一帯を水没させる巨大ダム計画。治水、利水（農業用）、発電を目的とする多目的ダム。１９５９年に計画され、５０年たった今でも建設着工していない。
　総事業費は、１０兆円。当初の事業費は１０億円であったが、５度にわたる計画変更により事業費が膨らんでしまった。
　現在は、付け替え道路の工事が進められている。水没予定者は、現地再建方式により国会議事堂を取り壊して、その跡地に日本統治のシンボルとして「新霞が関」を建設する予定となっており、議員会館の取り壊しが進んでいる。しかしながら、国会議事堂の取り壊しとともに、国会が廃止される予定となっており、反対する一部の国会議員が議員会館からの立ち退きを拒否している。
［立ち退きを拒否する住民の声］
　霞が関ダムを建設するだけでなく、それに合わせて国会を廃止し、日本を官僚主権制にしていくことには絶対反対する。身体を張ってでも、建設を阻止したい。（５８歳・女性）


	団　体　名
	霞が関ダムを考える市民連絡会

	代　表　者
	田奈加　章蔵

	連絡担当者
	高徳　周水

	住　　　所
	〒100-0000　東京都千代田区永田町0-0-0　100号室

	電　　　話
	03-0000-0000

	Ｆ　Ａ　Ｘ
	03-0000-0000

	電子メール
	info@kasumigasekidam.com

	ホームページ
	http://www.kasumigasekidam.com
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